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1 事前確認と事前作業

１．１．『仕訳BIEX for SuperStream』【評価版】について

１） 『仕訳BIEX for SuperStream』【評価版】は、【製品版】と画面操作方法等は全く同じになります。
但し、【製品版】と異なり、バッチインプットを実行しても、SuperStreamの外部仕訳ワークには書き込まれません。

１．２．SuperStreamのバージョン確認

１）SuperStreamのバージョンによって、サーバのインストールプログラムが異なりますので、
　運用しているバージョンを必ず確認して下さい。

※SuperStreamのバージョン確認方法
　 SuperStreamにログインし、各画面の「Help」→「バージョン情報」で確認して下さい。

１．３．ダウンロード＆ファイル解凍
１）SuperStreamのバージョンに応じたソフトウェアを、当社ホームページよりダウンロードして下さい。
　　http://www.kicnet.co.jp/solution/accounts_sales/superstream/info.html

※ダウンロードしたEXEファイルを実行すると、以下のソフトウェアのフォルダ群が展開されます。
【フォルダ構成】
└─【仕訳BIEX　評価版】2006年以前
    ├─クライアントプログラム
    │  └─環境設定
    └─サーバープログラム
        ├─01オブジェクト
        ├─02データ登録
        ├─03バッチスクリプト
        ├─11インストール
        ├─21ログ
        └─D1ドキュメント
            └─Oracleクライアントインストールガイド
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１．４　クライアント稼動条件
１） 『仕訳BIEX for SuperStream』を実行する為の稼動条件（クライアントPC）

①SuperStreamを使用しているクライアントPCである事
②Oracleのoo4oがインストールされている事

２） Oracleのoo4oのインストール確認方法
①Excelの「Visial Basic Editer」の参照設定で「Oracle InProc Server xx.0 Type Library」が参照可能であることを確認して下さい。
　　Oracleクライアントのバージョンによって名称が異なります。

9i   → 「Oracle InProc Server 4.0 Type Library」
10g → 「Oracle InProc Server 5.0 Type Library」

Ⅰ.Ｅｘｃｅｌの[ツール]→[マクロ]→[Visial Basic Editer]

Ⅱ．[ツール]→[参照設定] Ⅲ．「Oracle InProc Server xx.0 Type Library」が一覧にある事

★注意★
※「Oracle InProc Server xx.0 Type Library」が複数バージョンある場合は、
   『仕訳BIEX for SuperStream』を実行できません。(通常複数バージョンはインストールされません)
　 Oracleのアンインストールが正常に行われていない可能性があるので
　 Oracleの再インストールを実施して下さい。
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②「Universal Installer」で「oo4o」がインストール済みであるかを確認して下さい
※oo4oとは、「Oracle Objects for OLE」

Oracle 10g Oracle 9i

３） Oracleのoo4oがインストールされていない場合
①Oracle製品CD-ROMからのOracleクライアントインストールでoo4oをインストールして下さい。

【注意事項】
・「カスタム」でインストールすること
・「OralceHome」の指定は、既存のフォルダにすること
　　◎Oracle9iの場合
　　　「カスタム」で「Oracle Windows Interface 9.2.0.1 」を追加選択する。
　　　　もしくは「Oracle Data Provider for .NET 9.2.0.4」が含まれるように追加します。

　　◎Oracle10gの場合
　　　「カスタム」で「Oracle Windows Interfaces 10.2.0.1.0 」を追加選択します。
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２．サーバインストール作業
２．１．インストールの準備

１）サーバプログラムの確認
　ダウンロード＆解凍した、サーバプログラムの確認を行います。

    └─サーバープログラム
        ├─01オブジェクト
        ├─02データ登録
        ├─03バッチスクリプト
        ├─11インストール
        ├─21ログ
        └─D1ドキュメント
            └─Oracleクライアントインストールガイド

２）SuperStreamのＯｒａｃｌｅスキーマである【COREDBA】のパスワードが【COREDBA】
　ではない場合、インストール用バッチファイルの中身を修正する必要があります。
　パスワードが【COREDBA】の場合は当作業は不要です。３）にお進み下さい。

【修正対象】
サーバープログラム\11インストール

①[Install_Trial.bat]
②[UnInstall.bat]
③[インストール確認.bat]

※メモ帳などで開き、下記の箇所のパスワードを変更して下さい。

実際のパスワードに変更
※デフォルトはcoredba
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３） 【評価版】をインストールする事により、SuperStreamのデータベースサーバにオブジェクトが生成されますが、SuperStreamの標準機能に影響はありません。
但し、アドオンなどで同名のオブジェクトを生成している場合、既存のオブジェクトは破棄されてしまう可能性があるので注意が必要です。
※『仕訳BIEX for SuperStream』【評価版】にて生成されるオブジェクト一覧については、
　別紙『『仕訳BIEX for SuperStream』体験版のご案内』を参照下さい。
オブジェクト及びインストールの確認方法
サーバープログラム\11インストール\インストール確認.batを実行すると以下の画面が表示されるので、
インストール対象のSuperStream接続文字列(インスタンス名)を入力し実行してください。

★未インストール状態及びオブジェクトなし★
★インストール済み及びオブジェクトあり★

オブジェクトが既に登録されているので、
インストールは出来ません！
別途、ご連絡下さい

オブジェクトが登録されていないので、
インストール可能です。
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２．２．インストールの実施
サーバインストール作業は、SuperStreamのDBサーバにて行うか、
SuperStreamのDBサーバにＳＱＬ＊ＰＬＵＳで接続できるクライアントＰＣにて実行して下さい。

１）サーバープログラム\11インストール→[Install_Trial.bat]を実行して下さい。

２）以下の画面が表示されますので、インストール対象のSuperStream接続文字列(インスタンス名)を入力し、Ｅnterで実行して下さい。
　　評価版は、ライセンス数の入力が可能となりますので、御使用のライセンス数を入力し、Enterで実行してください。（上限100）

３）実行ログを確認し、処理が正常終了している事を確認して下さい。
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３．クライアント設定作業
３．１．「クライアントプログラム」の配備

クライアントプログラムフォルダを、各クライアントＰＣにコピーします。

３．２．各種設定

１） 設定ファイル内のSuperStreamＤＢサーバの接続文字列を指定し、ファイルの保存を行う。
【修正ファイル】
[環境設定]→[KCXB.ini]
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２） 各クライアントＰＣのORACLEのバージョンによって、[環境設定]フォルダ内の以下のファイル名を

仕訳バッチインプット共通モジュール.xla に変更して下さい。

9iの場合 仕訳バッチインプット共通モジュール(9i).xla
１０ｇの場合 仕訳バッチインプット共通モジュール(10g).xla

３） 「【管理者用】メンテナンス.xls」を起動し、使用する端末のＭＡＣアドレスを登録します。
※「マクロを有効にする」で実行します。

①ログインします

②「クライアント情報」のシートを選択し、MACアドレスの欄にMACアドレスを入力し、[更新]ボタンを押します。

※【注意事項】
　MACアドレスは、下記のmacアドレス取得方法の
　一覧画面に表示されているように、

　-(ﾊｲﾌﾝ)ありで登録してください。
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※macアドレスの取得方法
コマンドプロンプトを開き、[ipconfg /all]のコマンドを実行します。
「Physical Address」の部分

３）作業が完了したら、一度EXCELブックを全て閉じてください。
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４．動作確認

４．１．動作確認作業
１クライアントプログラムフォルダの、「仕訳BIEX.xls」をクリックします。

※「マクロを有効にする」で実行します。

２）ログイン画面が表示され、ログインが正常に行われる事を確認して下さい。

※操作説明については、別紙「運用マニュアル」を参照下さい。
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４．2．動作確認でエラーが発生したら。。。。。

１）「アドインファイルが見つかりません」エラー
【エラーメッセージ】 【対処方法】

①実行したExcelファイルと同じ場所に『環境設定』フォルダが
　 存在することを確認して下さい。
②『環境設定』フォルダ内に、[仕訳バッチインプット共通モジュール.xla]
   がある事を確認して下さい。

→ない場合、３．２ ２）のファイル名変更を行って下さい

２）「端末IDが存在しません」エラー 【対処方法】
①SuperStreamのインストールディレクトリから
　[ClientMGR.exe]を起動してください。
②クライアント情報のMACアドレスを確認し、
　３．２ ３）の「【管理者用】メンテナンス.xls」で登録したMACアドレスと
　同じことを確認して下さい。
【注意】
　[ClientMGR.exe]で登録するMACアドレスは、

　必ず、-(ﾊｲﾌﾝ)なしで登録してください。
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５．アンインストールについて

本ソフトウェアを試用・評価後、本ソフトウェアをサーバ環境及びクライアント環境から、お客様自らが消去しなければなりません。

５．１．サーバアンインストール作業

1）アンインストールの実施
　　サーバープログラム\11インストール→[UnInstall.batを実行して下さい。

３）以下の画面が表示されますので、インストール対象のSuperStream接続文字列(インスタンス名)を入力し、Ｅnterで実行して下さい。
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４）実行ログを確認し、処理が正常終了している事を確認して下さい。

５．２．クライアントアンインストール作業

１）３．１．「クライアントプログラム」の配備で、各クライアントPCにコピーした、
　　クライアントプログラムフォルダをPC上から削除して下さい。

※本ソフトウェアはレジストリ等に設定を書き込まない為、フォルダの削除でアンインストールは完了となります。
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